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２ 年間収入五分位階級別の状況 

(１) 貯蓄現在高の年間収入階級間格差は3.3倍 

勤労者世帯について年間収入五分位階級別に１世帯当たり貯蓄現在高をみると，年間収入が高

くなるに従って貯蓄現在高も多くなっている。年間収入が最も低い第Ⅰ階級が670万円，年間収入

が最も高い第Ⅴ階級が2182万円となっており，貯蓄現在高の年間収入階級間格差（第Ⅰ階級に対

する第Ⅴ階級の貯蓄現在高の比）は3.3倍となっている（図７，表９）。 

貯蓄の種類別割合をみると，通貨性預貯金は第Ⅰ階級が17.9％と最も高く，第Ⅴ階級が15.3％

と最も低くなっている。定期性預貯金は第Ⅰ階級から第Ⅲ階級までは年間収入が高くなるに従っ

て低くなっており，第Ⅰ階級が43.6％，第Ⅱ階級が41.9％，第Ⅲ階級が38.9％となっている。有

価証券は第Ⅰ階級が5.1％と最も低く，第Ⅴ階級が11.1％と最も高くなっている（図８，表10）。 

負債現在高を年間収入五分位階級別にみると，年間収入が高くなるに従って負債現在高も多く

なっている。第Ⅰ階級が273万円，第Ⅴ階級が929万円となっており，負債現在高の年間収入階級

間格差（第Ⅴ階級／第Ⅰ階級）は3.4倍となっている（図７，表９）。 

負債の種類別割合をみると，住宅･土地のための負債の割合は年間収入が高くなるに従っておお

むね高くなっており，第Ⅰ階級を除くすべての階級で90％以上となっている。住宅・土地以外の

負債及び月賦・年賦の割合は，年間収入が低い階級ほどおおむね高くなっている（表10）。 

 

表９ 年間収入五分位階級別貯蓄・負債現在高の推移（勤労者世帯）

年　　次 平　均 第Ⅰ階級 第Ⅱ階級 第Ⅲ階級 第Ⅳ階級 第Ⅴ階級
年間収入
階級間格差

(1) (2) (2)/(1)

　平成14年 748 349 532 685 873 1302 3.7

　平成15年 721 348 517 662 839 1238 3.6

　平成16年 730 346 522 671 858 1253 3.6

　平成15年 -3.6 -0.3 -2.8 -3.4 -3.9 -4.9 - 

　平成16年 1.2 -0.6 1.0 1.4 2.3 1.2 - 

　平成14年 1280 631 919 1201 1477 2170 3.4

　平成15年 1292 678 901 1109 1546 2225 3.3

　平成16年 1273 670 878 1068 1565 2182 3.3

　平成15年 0.9 7.4 -2.0 -7.7 4.7 2.5 - 

　平成16年 -1.5 -1.2 -2.6 -3.7 1.2 -1.9 - 

　平成14年 607 246 473 637 788 893 3.6

　平成15年 605 239 497 639 814 833 3.5

　平成16年 655 273 548 693 829 929 3.4

　平成15年 -0.3 -2.8 5.1 0.3 3.3 -6.7 - 

　平成16年 8.3 14.2 10.3 8.5 1.8 11.5 - 

　平成14年 673 385 446 564 689 1277 - 

　平成15年 687 439 404 470 732 1392 - 

　平成16年 618 397 330 375 736 1253 - 

純貯蓄額（貯蓄現在高－負債現在高）（万円）

年間収入（万円）

貯蓄現在高（万円）

対前年増減率（％）

対前年増減率（％）

負債現在高（万円）

対前年増減率（％）
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図７ 年間収入五分位階級別貯蓄・負債現在高（勤労者世帯） 
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図８ 年間収入五分位階級，貯蓄の種類別現在高の構成比（勤労者世帯）
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表10 年間収入五分位階級，貯蓄・負債の種類別現在高（勤労者世帯） 

 

(1) (2) (2)/(1)

金　　額（万円）

年 間 収 入 730 346 522 671 858 1253 3.6

貯 蓄 現 在 高 1273 670 878 1068 1565 2182 3.3

金 融 機 関 1210 655 853 1014 1475 2053 3.1

通 貨 性 預 貯 金 206 120 144 178 251 334 2.8

郵 便 局 49 34 43 47 55 66 1.9

銀 行 等 157 86 101 132 196 268 3.1

定 期 性 預 貯 金 521 292 368 415 640 889 3.0

郵 便 局 212 120 152 172 258 358 3.0

銀 行 等 309 171 216 244 381 532 3.1

生 命 保 険 な ど 378 209 272 349 473 587 2.8

有 価 証 券 106 34 70 72 111 242 7.1

金 融 機 関 外 63 15 25 54 90 129 8.6

対 前 年 増 減 率 （％）

貯 蓄 現 在 高 -1.5 -1.2 -2.6 -3.7 1.2 -1.9 - 

金 融 機 関 -1.9 -2.1 -2.5 -3.7 0.8 -2.3 - 

通 貨 性 預 貯 金 3.0 0.0 0.0 0.0 7.7 2.1 - 

郵 便 局 -2.0 6.3 0.0 -6.0 -6.8 -2.9 - 

銀 行 等 4.7 -2.3 0.0 2.3 12.6 3.5 - 

定 期 性 預 貯 金 -4.9 -6.4 -5.4 -8.4 -1.4 -5.1 - 

郵 便 局 -4.9 -4.8 -6.2 -12.7 -10.7 4.7 - 

銀 行 等 -4.9 -7.6 -4.8 -4.7 5.8 -10.6 - 

生 命 保 険 な ど -1.3 -1.4 -4.6 -1.1 3.5 -3.1 - 

有 価 証 券 3.9 30.8 22.8 5.9 -10.5 3.9 - 

金 融 機 関 外 6.8 66.7 -3.8 -3.6 9.8 4.9 - 

構 成 比 （％）

貯 蓄 現 在 高 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 - 

金 融 機 関 95.1 97.8 97.2 94.9 94.2 94.1 - 

通 貨 性 預 貯 金 16.2 17.9 16.4 16.7 16.0 15.3 - 

郵 便 局 3.8 5.1 4.9 4.4 3.5 3.0 - 

銀 行 等 12.3 12.8 11.5 12.4 12.5 12.3 - 

定 期 性 預 貯 金 40.9 43.6 41.9 38.9 40.9 40.7 - 

郵 便 局 16.7 17.9 17.3 16.1 16.5 16.4 - 

銀 行 等 24.3 25.5 24.6 22.8 24.3 24.4 - 

生 命 保 険 な ど 29.7 31.2 31.0 32.7 30.2 26.9 - 

有 価 証 券 8.3 5.1 8.0 6.7 7.1 11.1 - 

金 融 機 関 外 4.9 2.2 2.8 5.1 5.8 5.9 - 

金　　額（万円）

負 債 現 在 高 655 273 548 693 829 929 3.4

住宅・土地のための負債 605 232 495 638 785 877 3.8

住宅・土地以外の負債 34 30 35 37 26 41 1.4

月 賦 ・ 年 賦 15 12 18 17 18 11 0.9

対 前 年 増 減 率 （％）

負 債 現 在 高 8.3 14.2 10.3 8.5 1.8 11.5 - 

住宅・土地のための負債 9.2 15.4 9.8 9.2 4.0 12.4 - 

住宅・土地以外の負債 6.3 42.9 25.0 15.6 -40.9 7.9 - 

月 賦 ・ 年 賦 -16.7 -29.4 -5.3 -26.1 20.0 -31.3 - 

構 成 比 （％）

負 債 現 在 高 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 - 

住宅・土地のための負債 92.4 85.0 90.3 92.1 94.7 94.4 - 

住宅・土地以外の負債 5.2 11.0 6.4 5.3 3.1 4.4 - 

月 賦 ・ 年 賦 2.3 4.4 3.3 2.5 2.2 1.2 - 

金　　額（万円）

第Ⅲ階級 第Ⅳ階級 第Ⅴ階級
年間収入
階級間格差

項　　　目 平　　均 第Ⅰ階級 第Ⅱ階級
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(２) 負債保有世帯ではすべての年間収入階級において負債超過 

勤労者世帯のうち負債を保有している世帯について年間収入五分位階級別に貯蓄現在高をみる

と，年間収入が高くなるに従って貯蓄現在高も多くなっており，第Ⅰ階級が502万円，第Ⅴ階級が

1579万円となっている。 

負債現在高についてみると，年間収入が高くなるに従って負債現在高も多くなっており，第Ⅰ

階級が745万円，第Ⅴ階級が1616万円となっている。 

純貯蓄額をみると，すべての年間収入階級で負債超過となっており，特に第Ⅱ階級と第Ⅲ階級

の負債超過額（それぞれ448万円，445万円）が大きくなっている（図９，表11）。 

 

図９ 年間収入五分位階級別貯蓄・負債現在高（負債保有勤労者世帯） 
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表11 年間収入五分位階級別貯蓄・負債現在高の推移（負債保有勤労者世帯） 

 

年　次 平　均 第Ⅰ階級 第Ⅱ階級 第Ⅲ階級 第Ⅳ階級 第Ⅴ階級

  平成14年 799 393 583 738 925 1355

  平成15年 757 388 560 702 875 1259

      16年 765 382 560 714 893 1276

  平成15年 -5.3 -1.3 -3.9 -4.9 -5.4 -7.1

平  成16年 1.1 -1.5 0.0 1.7 2.1 1.4

  平成14年 969 515 728 923 1101 1578

平  成15年 970 479 722 907 1149 1594

平  成16年 971 502 668 874 1233 1579

  平成15年 0.1 -7.0 -0.8 -1.7 4.4 1.0

平  成16年 0.1 4.8 -7.5 -3.6 7.3 -0.9

  平成14年 1164 674 1106 1238 1352 1448

  平成15年 1171 728 997 1251 1442 1435

  平成16年 1242 745 1116 1319 1411 1616

  平成15年 0.6 8.0 -9.9 1.1 6.7 -0.9

平  成16年 6.1 2.3 11.9 5.4 -2.1 12.6

  平成14年 -195 -159 -378 -315 -251 130

平  成15年 -201 -249 -275 -344 -293 159

平  成16年 -271 -243 -448 -445 -178 -37

年間収入(万円）

貯蓄現在高（万円）

負債現在高（万円）

純貯蓄額（貯蓄現在高－負債現在高）（万円）

対前年増減率(％)

対前年増減率(％)

対前年増減率(％)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


